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大型商業施設
計画対象地

　若手職員まちづくりプロジェクトによる「かわまちづくりプロジェク
ト」の発足や、「2027 年長野国体のカヌー競技会場の内定」等、天竜川
を活用した “まちづくり” の機運が高まったことをきっかけに、平成 30
年 4 月に、町内の関係団体や地区住民、事業者などを中心とした構成に
より、“天竜川かわまちづくり協議会” を設立。協議を重ね、完成した「天
竜川高森かわまちづくり計画」を国土交通省に申請し、令和 2年 3 月、「か
わまちづくり支援制度」に登録された。

2. これまでの取り組み

　本基本構想は、「天竜川高森かわまちづくり計画」に基づき、天竜川の
水辺を活用した新たな賑わいの創出に向けた拠点を整備するために策定
されたものである。

天竜川高森かわまちづくり賑わい拠点整備

1. 目的

6. 利活用イメージ

　高森町山吹区に位置する JR 下平駅周辺は、国道 153 号線沿いに大型商業施設、
医療、 福祉、サービス系の施設が多く分布し、竜神大橋の架橋も進む中、今後住宅
施策を含む土地利用構想が検討され、高森町における暮らしの拠点として成長が期
待される地域である。また、天竜川沿いのウォーキングコース、ほたるパークに新
たに整備される予定のサッカーコート・クラブハウス等、住民の健康づくりを目指
したスポーツの拠点としての発展が見込まれる。
　かわまちづくり計画対象地は、JR 下平駅から徒歩 10 分程度の距離の天竜川沿い
に位置し、天竜川流域の防災拠点としての役割を果たしながら、上記の周辺計画と
連携して、特に川辺で様々なスポーツを楽しむことのできる公園として、賑わいと
新たな関係人口が生まれていく場所となることを目指します。

3. 対象地の現状

　計画対象地は、国土交通省天竜川上流河川事務所と高森町の連名により、
「MIZBE ステーション」として申請され、令和 5 年 3 月に承認された。また、計画
対象地内、北端には、高森消防署の移転が計画されている。

4. 関連計画

　また、かわまちづくりプロジェクトチーム・天竜川かわまちづくり協
議会での議論をもとに、令和元年度に策定された高森かわまちづくりマ
スタープランにおいて、かわまちづくりで目指す 5 つの基本方針と、「天
竜川スポーツパーク」というコンセプトが整理された。

基本構想 (概要版 )

5. 計画方針

令和 5年 3月　長野県高森町

A. 防災拠点として

B. スポーツと健康づくりの拠点として

C. 水に触れ、学ぶ場所として

　天竜川の防災拠点として必要な、災害時用資材
置き場、ヘリポート、水防センターの機能も持っ
た拠点施設等を整備します。災害時には、拠点施
設と公園内の広場が支援のために利用されます。
　資材置場と公園の間を通る園内道路は、必要な
資材量を満たしながら、公園の広場やビーチバレー
コートの設置に必要な奥行きを確保し、多様な場
所をつくるため、緩やかなカーブを描いた形状と
します。

　国スポで開催が決定しているカヌーとビーチバ
レーの２競技はもとより、スケートボード、BMX、
ボルダリング、ダンスなどの昨今若年層を中心に
人気が高まっている新ジャンルのスポーツが楽し
める施設を設けます。併せて、散策、サイクリング、
ペタンク、健康囲碁・健康将棋、ヨガ、太極拳など、
年齢を問わない健康づくりが行える場所としても
機能させていきたいと考えます。

　田沢川の合流地点に、水に触れることのできる
親水広場をつくります。遊び場としてだけでなく、
天竜川の特性や水難の危険性について、水辺の生
き物の観察、カヌーの初心者の練習等、水に関す
る学びの場所とします。

D. 食と火に集う場所として

　南信州の食文化を、公園のにぎわい創出の中心と
して位置づけ、地元の方、観光客の方、それぞれに
喜ばれる場所にします。また調理にも使う火を、人々
の集う場所として、公園内にファイヤーピットのよ
うな形で設け、冬場や夜間にも訪れたくなる公園を
目指します。

E. 誰もが安心して来園できる公園として

　拠点施設には、水防センターとしての機能と、レ
ストラン、ショップ、広い軒下空間、トイレ、シャワー
ルーム、更衣室等を設け、様々な目的の方が安心し
て来園できる多機能な空間として整備します。南側
にも軒下空間のある休憩所とトイレを設けます。
原っぱや丘の周りには、小さな丘を設け、所々に植
わった木立が生む影の下で休憩したり、川や公園の
風景を眺めることのできる場所をつくります。

F. 天竜川の環境保全に寄与する公園として

　園内の草地には、天竜川に自生する野草や野花を
積極的に配植することによって、天竜川の環境と風
景の保全に寄与します。公園内は、高森町の棚田や
畑、あぜ道を思わせるようなランドスケープをつく
り、水の流れと呼応する緩やかな通路を設けます。
通路脇には、季節の花々や野草が広がる草地をつく
り、散歩するだけで楽しい公園とします。


